
 

 

 

 

私にとって、年度末は、年末よりもある意味で慌た

だしく、年が去っていく感じが強いのかもしれません。

ああもう終わるのだな…と、自分の中にあるセンチメ

ンタルな気持ちを意識的に前向きな気持ちに変えよ

うとしているふしがあります。 

春からの新しい生活に向けて旅立っていく方をお

見送りする『お別れの儀式』の日々が続きます。日本

の社会全体がそういう季節ではあるのですが、お一人

おひとりと出会い、誰にも言えない深いお話をしなが

ら過ごした数年間のドラマの『最終回』が、一日に数

回ずつ、それがしばらくは毎日続くことになります。 

復学や進学、復職や退職、転職など、その人がご自

身で新しい生き方を見つけて旅立っていかれます。初

めてお会いしたときには黙って一時間うつむいてい

らした方が、今は活き活きとご自分のこれからの生活

を語ってくださいます。 

学校どころか、家からも出られずに、この先ニート

になるのが夢だと語っていた子が、友達への不満、親

への苛立ち、学校への嫌悪、果ては日本の政治批判ま

で激しく論じた後、いつのまに勉強をしていたのか、

大学に合格して巣立って行きました。 

ある女性は身体中の不調を訴え、泣きながら、時に

職場で怒りを爆発させながら、働き続けていましたが、

その頑張りが誰の為にもなっていないという矛盾を

長い時間をかけて静かに認めることができたとき、に

っこり笑って、春からしばらく休むことを決めました。

（この方にとっては休職が新しい旅立ちの始まりと

なりました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ここでただ話すだけで、どうして人は変われるの

か』とよく聞かれます。 

いつも私はこんなことを思います。 

経験上、『こたえ』というものが、自分自身の中に

あることを知っています。なのにそれがみつからない、 

もしくはみつけても納得ができないから人は悩むの 

です。 

人は自分自身についてよく知っているようで実は

わかっていません。社会性の高い人ほど、いわゆる空

気を読んで相手や状況にあった自分というものを構

築します。 

それだから、自分が見えなくなってしまうのかとい

うと、それだけでもないようです。 

鏡や写真を見ても、それは自分で感じている自分そ

のものではないし、自分の日記などに運良く自分の一

部分を見つけることができても、たいていの人はそん

な自分自身と健康的に対話を進めることはできませ

ん。基本的に人は他者とのやり取りを通して、『自分

でも気づいていなかった自分自身について』を知るこ

とができます。 

自分のつらさを誰かのせいにしていられるうちは、

まだ逃げてもいられますが、問題解決のカギを自分自

身が握っていることに気がついてしまうと、逃げるこ

とさえも苦しくなってしまいます。そんな中で変わり

たいと思われた人が、私のところにいらっしゃること

が多いように思います。 

 

人のこころの中には、矛盾する自分が何人かいて、

それらのギャップ大きいと苦しくなったり、体調を崩

しやすくもなるようです。誰かとのかかわりから自分

の気持ちの矛盾に気付き、そのギャップがうまること

で『こたえ』を見つけられるようです。 

だから自分を知るためにも人は人を必要としてい

るとも言えるのですが、誰もがストレスを抱えている 

カウンセラーからのメッセージ 
別れてからわかる 

 



 

 

社会ではお互いに余裕がなく、お互いが支え合ってい

るつもりでも、どちらかが我慢をしなくてはならなく

なったり、傷つけあったりしてしまうことがあります。 

 

カウンセラーは、その方が自分自身の『こたえ』を 

 

適切に扱えるようになるまで、その方の『気持ち』や

『考え』をその方の代わりに引き受けたりもします。 

その方の「あいつを殺したい」という気持ちにふれ

れば、私も確かに殺したいくらいひどい目にあってい

るから無理もないという気持ちにもなり、「いや殺す

わけにはいかない」と聴けば、そんなことをしてしま

ったら取り返しがつかないな、などと考えます。 

その方の人生の物語が次の章に向かうため、きちん

とカウンセリングでの『最終回』を迎えるためには、

私は観客としての感情移入をすることもありますし、

ときに何かの役でキャスティングされながらも、その

方が自然と作っていかれる物語の邪魔をしないよう

に気をつけます。 

家庭や職場、学校での登場人物たちは、みんなが主

役ですので、それぞれの物語を生きているわけですか

ら、その方の物語に協力的ではないかもしれません。

お互いが役を奪い合ってしまったり、逆に譲り合って

話が進まなくなることもあるでしょう。 

だからと言って、カウンセリングの場であれば何で

も思い通りにできる場かというと、色々と制限もあり

ます。それは、その方がやがて戻っていかれる社会に

即した場でなければならないからです。 

その方が実生活を生き、そこで起こっている出来事

を少しだけ現実を離れたカウンセリングという場で

語るうちに、少しずつその方の思いや考え、理想、感

じていることや欲求などがあらゆる方向に広がりま

す。そのようにして出来る矛盾や葛藤や後悔や期待が

織り交ざりながら、その方の新たな姿が立体的に浮か

んできます。 

『変わりたいけど変われなかった』その人の脱皮が 

 

 

そこで生じるのです。 

 

なんだか、最後にファンタジーのような話になって

しまいました。すべては私が仕事を通して感じている

イメージであり、思いこみの産物でしかありません。

それでも、私が春の日差しに目を細めて、旅立ってい

かれた老若男女を思い出すとき、あの方たちが何年も

語っておられた物語の意味を、ふっとわかったような 

気持ちになる瞬間があるのです。わかりたかった人の

思いが、別れてからわかるということは、切なくさみ

しいようでいて、なんとも言えず胸があたたかくなる

ものです。 

 

・・・と言いつつ、また数年後に戻って来られる方

もいらっしゃるのですが・・・ 

 

そのときは映画の続編を観るような気持ちで、また

『わかりたい』から始まるのです。 
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